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基本的な考え方

　（１）少数の主要課題への研究資源投資

　（２）確実性の高い課題と挑戦的な課題のバランス

　（３）基盤的調査課題と研究的課題の峻別

　（４）大学内での地位確立とオールジャパン研究体制

研究の主要課題（２本柱）

（１）アスペリティー・スロースリップ系と（２）ひずみ集中帯の総合的研究を２本の柱とする。
（1） アスペリティー・スロースリップ系

　現計画において、海溝沿いのプレート沈み込みや活断層など断層面での地震時のすべりにむらがあり、そのすべりは空間的に安定で、すべり量の大きな場所が地震ごとに共通している可能性が地震波の解析により明らかになってきた。このようにアスペリティーが保存されるという考えは、海溝沿いの巨大地震発生予測にとって非常に重要であり、次期計画では、あらゆる側面からこの課題に挑戦することが望まれる。
○具体的課題例

· アスペリティー保存則は正しいか。

· アスペリティー保存則はどこでも成り立つのか。

· アスペリティーと地下構造との一般的関係はあるか。

· 地下構造を知る事により、地震が起きる前にアスペリティーの位置を知ることができるのか。

· 強震動発生領域を事前に予測できるか。

· アスペリティーへの応力集中過程の解明と予測。

· アスペリティーへの応力集中過程モニタリング。

（２）歪み集中帯

　GPSの稠密な観測網が日本列島に配備されたことにより、新潟から神戸に至る地域などの歪み集中帯の存在が明らかになってきた。これらの地域は活断層の密度も高く、永久変形も大きな場所である。また歴史地震の発生頻度との相関もある。これらの歪み速度の大きな場所で多項目の研究手法により、内陸地震の発生機構の研究に集中的に取り組む。残念ながら、現時点では内陸地震発生予測研究のためにある特定の断層を重点的に調べるという段階にまで、地震研究のレベルが至っていないが、歪み集中帯の研究は内陸地震の予知に向けた研究の確実な積み上げとなることが期待できる。

○具体的課題例

· 観測された歪速度は塑性変形か弾性変形か。

· 弾性変形とした場合、弾性常数が小さいのか、実効的な弾性的厚さが薄いのか。

· もしそうだとしたら、なぜ、そのような不均質が存在するのか。

· 弾性が原因か、それとも応力付加速度（stressing rate）が大きいのか。

· もしそうだとしたら、どのようなメカニズムで応力付加速度をおおきくしているのか。

· 塑性変形だとしたら、活断層以外のどこでその塑性を担っているのか。

· 「東北日本」「西南日本」という第一級の地質学的区分を無視するように横切るのはなぜか。（新潟神戸帯の場合）

次期計画の枠組み

　平成１１年に現体制が発足し、企画部—計画推進部会体制が軌道に乗ってきた。毎年３月に開かれる成果報告会および項目別報告書でもわかるとおり、現体制は着実に成果を上げつつある。したがって次期計画で枠組みを大幅に変更する事は、変更に伴うデメリットが大きいと考えられる。従って、現体制で問題があると考えられる部分やその後の学問の進歩によって変更を加える部分をのぞき、基本的枠組みは現在を踏襲する。以下に基本的な枠組みと研究課題例を示す。

（１）定常的な広域地殻活動

· 日本列島規模のテクトニクス（１００万年タイムスケール）を扱う。

· 日本列島地下構造３次元標準モデル（Vp、Vs、Q）

· プレート境界問題（歪み集中帯・ゼニス）

· 基盤的構造調査との棲み分けをはっきりさせるべきだろう。

（2） 準備および直前過程における地殻活動

· 準備過程と直前を合体させ、地震に向けた変化を連続的に扱う。

· 直前予知に熱心な電磁気グループとも積極的に連携する。

· 大きくなりすぎる欠点はある。

（3） 地震時および地震直後の震源過程と強震動
· 地震発生直前の応力強度分布

· アスペリティー分布

· 強震動の発生機構

（4） 地殻活動モニタリングおよびそのための観測技術開発と高度化

· 地殻活動モニタリングという目的を明確にして、革新的手法開発・高度化をおこなう。

· 従来不可能だった「場所」「観測量」「精度」「数」の測定にむけた技術開発

（5） 地殻活動素過程研究

· 変形・破壊・物性の研究

· 実験および数値実験

（6） 地殻活動数値予測手法の開発

· アスペリティー・スロースリップ系における地震発生に至るシミュレーション技術の開発・高度化と検知可能な観測量の提言

· 内陸歪集中帯への応力ローディングシミュレーション技術の開発・高度化と検知可能な観測量の提言。

その他
（１）突発的地震発生時における研究項目の整理

　　地震のような自然現象発生時は、通常見ることのできない自然のメカニズムを解明する絶好のチャンスである。突発的事態発生の予測は困難であるが、とつぜんの地震発生を想定して、人および費用の必要な重点観測項目をあらかじめ整理し、計画を策定しておく事が必要である。
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